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銀河の性質と環境には相関があることが近傍宇宙の観測から知られている。そのような銀河と環境の関連性が
どのように作られたかを理解するためには、近傍の完成した銀河団のみならず、遠方の形成途中の原始銀河団を
観測することも不可欠である。本研究では、ライマンブレーク銀河 (LBG)の高密度領域として発見された赤方偏
移５の原始銀河団に対して、JCMT/SCUBA-2を用いたサブミリ波追観測を行い、ダストに隠された星形成銀河
の探査を行った。その結果、６個のサブミリ波銀河 (SMG)が検出された。更に、多波長データも使い SMGに対
して SEDフィッティングを行い、６天体中２天体は原始銀河団とは無関係な低赤方偏移の銀河であり、残りの４
天体は赤方偏移５前後の遠方銀河であると分かった。この原始銀河団領域は SMGでも高密度領域であることか
ら、遠方銀河と推定された SMGのいくつかは原始銀河団に付随していると予想できる。原始銀河団のメンバー
銀河である可能性も考慮すると、SMGの星形成率の合計は∼ 2000M⊙ yr−1と推定された。これは LBGの星形
成率の合計の約 10倍もあり、この原始銀河団中の星形成活動のほとんどは SMGが占めていると考えられる。次
に空間分布を調べると、SMGは原始銀河団の中心付近に存在し、Lyα輝線を放射する LBGは外側に分布してい
た。原始銀河団の中心付近と外側では銀河の進化段階が違う事を示していると考えられる。先行研究とも比較す
る事で原始銀河団中の星形成活動や銀河進化について議論をする。


